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２０２０年度事業計画書 
（２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日まで） 

 
医工計測技術分野における先導的技術開発、技術の交流等を促進し、また人材を育成する

ことによって、医工計測技術の広汎な発展を推進し、我が国ならびに国際社会の発展及び生

活の向上に寄与することを目的とし、次の事業を行うこととする。 
 
【１】 医工計測技術分野における技術開発に対する助成 

医工計測技術分野における先導的技術開発活動を促進するため、これに助成を行う。 
 

【研究開発】 
医工計測及び関連技術の研究に対して、公募によって申請のあった研究について、

必要資金の全部または一部を助成する。 
 
開発研究助成 ：最大 500 万円/件 （助成予定件数 20 件程度） 
奨励研究助成 ：最大 400 万円/件 （助成予定件数 30 件程度） 
 

  注）奨励研究助成に関しては、応募可能年齢を 40 才未満、1 または 2 年間の助成とし、1 年

間の助成額を最大 200 万円、2 年間で最大 400 万円とする。 
 
【特別研究】 

医工計測技術分野において基盤となる開発研究を一層発展させることにより、卓

越した成果が期待でき、かつ実用化が見込まれる研究成果の創出に資する研究に対

して助成する。 
 

特別研究助成 ：２年間で最大 3,000 万円 （※初年度最大 2,000 万円可） 
（助成予定件数 3 件程度） 
 

【長期大型研究】（収入額を鑑み、令和２年度は募集しない） 



【２】医工計測技術分野における技術開発に顕著な業績をあげた研究者の表彰 
    医工計測技術分野における技術開発の飛躍的な発展を期して、顕著な業績をあげ

た研究者の表彰を行う。 
 

【中谷賞】 
医工計測及び関連技術の研究に対して、公募により推薦のあった研究者を中谷賞

として表彰する。 
 

大賞  ：１件 500 万円（表彰者数 1 名） 
奨励賞 ：１件 250 万円（表彰者数 2 名） 

 
【３】 医工計測技術分野における技術交流に関する助成 

医工計測技術分野における技術の交流を促進するため、内外の研究者の交流に対

し助成する。 
 

【交流プログラム】 
医工計測技術分野の技術交流に関し、公募によって申請のあった対象者について、

必要資金の全部または一部を助成する。 
 
海外派遣      ：1 件最大  40 万円 
日本招聘      ：1 件につき最大 3 名を招聘 
    招聘者 1 名につき最大 50 万円 
日本招聘特別プログラム※   ：1 件最大  300 万円 
 
※）日本招聘交流特別プログラムに関しては海外の著名な研究者を招聘し、医工計

測技術分野および関連周辺技術分野における高度な技術交流に関し、公募のあ

った対象者について必要資金の全部または一部を助成する。ただし、50 名以上

の聴衆を集めた講演会・技術交流会の開催を条件とする 

 

【研修プログラム】 
海外の大学や研究機関に私費で渡航研修する者に対し、渡航費と滞在費の全部ま

たは一部を助成する。 
 

海外研修 ： 滞在費 １件あたり 25 万円/月（最長１年間） 
： 渡航費 １件あたり 最大 30 万円 
 採択予定者数    短期海外留学に盛り込む 

 



 
【留学プログラム】 

海外の大学や研究機関に私費で留学する者ならびに海外から日本の大学や研究機

関に私費で留学する者に対し、渡航費と滞在費の全部または一部を助成する。 
 

海外留学 
 長期海外留学 ： 25 万円/月（1 年～3 年間） 

 渡航費 １件あたり 最大 30 万円 
 採択予定者数    8 名程度 

 
 短期海外留学 ： 25 万円/月（1 ヶ月以上 1 年以内） 

 渡航費 １件あたり 最大 30 万円 
 採択予定者数    8 名程度 

 
日本留学 
日本留学     ： 20 万円/月（1 年以上最長 2 年間） 

      採択予定者数    4 名程度 
 
【４】 医工計測技術分野における技術動向等の調査研究に対する助成 

医工計測技術分野における技術の発展を促進するため、技術動向等に関する調査

研究に対して、必要資金の全部または一部を助成する。もしくは、財団として将来

重要と思われる技術テーマの調査事業を公募、又は委任する形で調査研究を行う。 
 

調査研究助成：１件 最大 300 万円 
   （助成予定件数 5 件） 

 
【５】 医工計測技術に関する情報の収集及び提供 

医工計測技術に関する情報文献、資料等を収集整理し、その広範な利用を図るた

めの活動を行う。 
 
・医工計測技術関連の情報については広範な利用を図るため、当財団の研究助成事

業、表彰事業、技術交流助成事業、調査研究事業等、財団の事業活動を取りまと

めて「年報 33 号」を作成し、広く関係機関に無償提供する。 
・当財団の研究助成事業、表彰事業、技術交流助成事業、調査研究事業等、財団の

事業活動等で得られた医工計測技術の情報を HP のアーカイブで公開し、広く情

報提供を行う。 
・当財団の研究助成事業、表彰事業、技術交流助成事業、調査研究事業等、財団の



事業活動等で得られた医工計測技術の過去、現在、未来の動向を調査し、重点領

域を抽出し、当財団の諸事業の目的達成の一助とする。 
・グローバルな活動を行っている他財団の組織、活動方法、活動計画等を調査し、

中谷財団の将来の活動戦略を構築するための一助とする。 
 
【６】 科学教育振興に対する助成 

 
【6.1】科学技術者の裾野拡大を目的として、小学、中学、高校等の教育における科学振興

のため、公募によって申請のあった対象先の教育機関等に対して、必要資金の全部

または一部を助成する。 
 

【個別助成】 
小学・中学・高校等教育機関   ：1 件最大 30 万円 
    （助成予定件数 62 件） 

【プログラム助成】 
複数の学校等の教育機関や研究機関：1 件最大 100 万円/年（2 年間を限度） 
    （助成予定件数 １年目 16 件） 
    （助成予定件数 ２年目 15 件） 

 
【意欲的な小学校の先生方を支援するプログラム助成】 

複数の学校等の教育機関や研究機関：1 件最大 100 万円/年（3 年間を限度） 
    （助成予定件数 １年目 7 件） 
    （助成予定件数 ２年目 9 件） 
 
注記：科学教育振興助成の上記３つの助成は、２月末の理事会で令和２年度の助成

校が承認されたので、具体的な数字を予定校数として記載している。 
 

【6.2】日本の大学生（学部生）が海外の研究室で最先端の研究に触れる機会を提供すると

ともに、海外の学生（学部生等）を日本の研究室に滞在させて相互に交流する機会

を提供し、将来グローバルに活躍する研究者を育成するため、公募によって申請の

あった申請者（学生）に対して、渡航費・滞在費等の諸経費の全部または一部を助

成する。また、国際学生交流プログラムの参加者で特に優秀と認められた日本学生

若干名を、財団が選択した世界の著名大学の研究者の下にリサーチインターンシ

ップとして派遣する学生に対して、渡航費・滞在費等の諸費用の全部または一部を

助成する。 
 
 



【国際学生交流プログラム助成】（中谷 RIES プログラム） 
中谷医工計測技術振興財団とジョージア工科大学が協力して構築するリサーチ

インターンシッププログラムならびに交流プログラムに則り日米の学部学生を交

換留学させる。 
選考された日米の学部学生（予定：日本学生 12 名、米国学生 6 名）の交換留学

に必要となる渡航費・滞在費等の諸経費の全部または一部を助成する 
 

 【国際学生交流プログラム助成】（アドバンストプログラム） 
国際学生交流プログラムの参加者で特に優秀と認められた日本学生若干名を選

考し、下記に記載する著名大学の研究室にリサーチインターンシップとして留学さ

せる。 
 
選考された日本の学生（予定：日本学生４名程度）の留学に必要となる渡航費・

滞在費等の諸経費の全部または一部を助成する 
 
派遣大学（研究分野） 

Harvard University (Physics) 
Yale University (Chemistry) 
Georgia Institute of Technology (Biomedical Engineering) 
University of California, Davis (Biomedical Engineering) 

 
【７】奨学金の給付 

医工計測技術分野および関連技術分野の博士号取得を目指す博士前期課程・博士後

期課程の学生への支援を通じて、将来研究者として活躍できる優秀な人材を育成する

ことを目的とした奨学金を給付する。民間財団からの奨学金の併給は不可であるが、

公的奨学金は併給可能。 
 
注記：日本学術振興会 特別研究員に採択された場合、従来は併給不可であったが、令

和 2 年 4 月 1 日から併給可能となった。 

 
【大学院生奨学金給付】 

  返済不要の給付型奨学金を博士号取得までの最短期間給付する 

 

  大学院博士前期課程学生  10 万円/月 

  大学院博士後期課程学生  15 万円/月 

  （新規採択予定者 前期・後期課程学生 合計 10名程度） 

以上 


